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教育プログラム・コースの概要

弘前大学大学院医学研究科

地域がん医療推進のための未来リーダー育成コース

医学研究科医科学専攻大学院生

４年

①地域がん医療の現状調査から、過疎・高齢化等、取り組むべき課題を把握
し、多職種連携によるチーム医療のネットワークを構築できる人材。
②地域においてあらゆる年代のがん種・病期を問わない総合的ながん治療がで
きる人材。
③地域がん医療のリーダーとなり、次世代の医療人の育成ができる人材。

受入目標人数

所定科目合計30単位以上の履修と実習を修了し、かつ学位論文を作成した上
で、学位審査および最終試験に合格すること。

<必修科目>
基礎科目6単位、学際科目4単位、所属研究分野の専門科目（地域医療診療実
習、キャンサーボード実習・演習他）17単位

<選択科目>
臓器別がん治療、放射線基礎、緩和基礎、成人教育論他から3単位

青森県は人口減・高齢化、そして若年層を含めたがん死亡率が最も高い地域で
ある。人口減・高齢化は今後の日本が抱える大きな問題であり、その対策のモ
デル地区となる。地域におけるがん医療が抱える問題を解決するためには、が
んに関わるすべての医療従事者の連携システムの構築と教育、そしてすべての
世代の地域住民に対する教育が必要となる。本コースでは、これらの問題解決
に将来の指導者として資質のある人材を育成する。疫学・病態から始まり、す
べての病期のがんに対する外科手術、放射線治療、薬物療法、緩和医療までの
全般的な知識を学ぶ。そして、地域のリソース、需要を調査研究して、学んだ
知識を実際に地域社会に還元する研修を行う。がん教育の教育技法を演習に取
り入れ、行政との連携を図る。さらに、連携大学間の交換講義、遠隔講義、演
習実習受け入れ等も有効に活用できる教育体制の整備を行う。

大学院の腫瘍制御科学領域の腫瘍内科分野が教育プログラムの主体となり、各
教育研究分野の指導者が協働して担当に加わる。連携大学および、地域の関連
医療機関・教育機関において、地域がん医療実習を行う。また、医師以外のメ
ディカルスタッフ関連団体や行政と連携して教育体制を整備する。

幅広いネットワークを持ち、様々ながん医療従事者と共に将来の地域がん医療
を構築できるリーダーを目指す。
専門医としては、がん薬物療法専門医、がん治療認定医(日本がん治療認定医機
構)日本緩和医療学会認定医・専門医などの取得を目指す。さらに専門指導医を
目指す。
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